
2020.4  公衆衛生情報公衆衛生情報　2020.435 34

は
じ
め
に

世
界
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
に
、
全
国
の
保
健

師
の
皆
さ
ま
は
日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
感
染
収

束
に
向
け
た
皆
さ
ま
の
活
動
に
、
敬
意

を
持
っ
て
応
援
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和

2
年
度
、
全
国
保
健
師
長
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
、
北
九
州
市
保
健
福

祉
局
先
進
的
介
護
シ
ス
テ
ム
推
進
室（
令

和
元
年
度
末
現
在
）の
清
田
で
ご
ざ
い
ま

す
。
謹
ん
で
、
皆
さ
ま
に
ご
あ
い
さ
つ
申

し
上
げ
ま
す
。

全
国
保
健
師
長
会
の

発
展
に
向
け
て

全
国
保
健
師
長
会
は
、
昭
和
54
年
３

変
重
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
３
日
に
は
、
前
任
の

山
野
井
会
長
や
役
員
か
ら
厚
生
労
働
省

各
局
課
室
に
、
会
員
の
実
践
を
通
じ
た

「
２
０
２
０
年
度
地
域
保
健
施
策
お
よ
び

保
健
活
動
の
推
進
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
が

健
や
か
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
質
の
高
い
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会
の

創
造
を
目
指
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
内
容

は
、
全
国
の
保
健
師
の
実
践
を
通
じ
た

視
点
を
顕
在
化
さ
せ
た
も
の
で
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
保
健
師
長
会
で
構
成
し

て
い
る
３
つ
の
部
会
「
都
道
府
県
部
会
」

「
政
令
指
定
都
市
・
中
核
市
・
特
別
区

部
会
」「
市
町
村
部
会
」や
、
７
つ
の
委
員

会「
推
薦
委
員
会
」「
広
報
委
員
会
」「
調

査
研
究
委
員
会
」「
学
会
・
学
術
に
関
す

る
委
員
会
」「
健
や
か
親
子
特
別
委
員

会
」「
健
康
日
本
21
推
進
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」「
災
害
時
保
健
活
動
特
別
委

員
会
」、
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

団
体
へ
の
協
力
事
業
で
は
、
会
員
を
代

表
す
る
役
員
が
会
員
の
声
を
代
弁
し
な

が
ら
実
践
に
基
づ
く
活
動
や
発
言
を
し

て
お
り
、
保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
幅

広
い
場
面
で
重
要
な
責
務
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
全
国
保
健
師
長
会
に
期

待
さ
れ
て
い
る
役
割
や
責
任
を
果
た
し
て

い
け
る
よ
う
、
歴
代
会
長
や
先
輩
保
健

師
の
方
々
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
本
会
の
活

動
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
活
動
や
関
係
団
体
の
方
々
の
ご
理

解
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

月
22
日
、「
保
健
師
業
務
の
進
歩
発
展
と

会
員
相
互
の
連
携
親
睦
を
図
り
、
も
っ

て
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
、

我
が
国
公
衆
衛
生
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
」を
目
的
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
の
40
周
年
を
経
て
、
さ
ら
な

る
一
歩
を
重
ね
て
い
ま
す
。

会
員
総
数
は
令
和
元
年
８
月
末
日
現

在
５
５
３
８
名
と
な
り
、
活
動
体
制
も

年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
全
国

津
々
浦
々
の
自
治
体
の
保
健
師
長
や
、
会

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
保
健
師
長
と
同
等

以
上
の
職
に
あ
る
皆
さ
ま
で
す
。
こ
の
よ

う
な
構
成
に
よ
る
会
員
の
情
報
力
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
大
き
な
強
み
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
保
健
師
の

視
点
が
結
集
さ
れ
展
開
さ
れ
る
活
動
は
、

保
健
師
業
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、
会
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
大

保
健
師
が
地
域
住
民
と

と
も
に
い
き
い
き
と

活
動
で
き
る
よ
う
に

日
本
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
少
子

高
齢
・
人
口
減
少
の
時
代
に
突
入
し
、

現
役
世
代
が
減
少
す
る
中
で
、
社
会
保

障
制
度
を
維
持
し
国
民
の
生
活
と
健
康

を
守
っ
て
い
く
難
し
い
舵か

じ

取
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

私
た
ち
保
健
師
を
取
り
巻
く
課
題
も
多

様
化
、
複
雑
化
し
て
き
ま
し
た
。
健
康

寿
命
の
延
伸
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
取
り
組
み
、
児
童
虐
待
防
止
、
健

康
危
機
管
理
への
対
応
、
心
の
健
康
づ
く

り
や
自
殺
防
止
、
難
病
等
支
援
、
災
害

対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
効
果

的
な
保
健
師
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

保
健
師
は
、
住
民
が
自
ら
の
健
康
を

獲
得
し
、
健
全
な
生
活
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
個
人
や
地
域
の
健
康
課
題
に
合

わ
せ
支
援
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
虐
待

や
生
活
困
窮
な
ど
の
難
し
い
生
活
支
援

の
場
面
で
は
協
議
を
重
ね
、
迅
速
、
柔

軟
に
動
い
て
き
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
で
は
専
門
機
関
や
地
域
住
民

等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
災

害
対
応
で
は
医
療
体
制
に
関
す
る
調
整

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
避
難
所
支
援
な
ど
広

い
視
野
と
主
体
的
な
行
動
を
も
って
臨
ん

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
保
健
師
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
全
国
保
健
師
長
会
で
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
８
ブ

ロッ
ク
に
お
い
て
、
ブ
ロッ
ク
理
事
を
中
心

に
支
部
長
会
議
や
ブ
ロッ
ク
別
研
修
会
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
を
越
え

た
情
報
を
交
換
し
、
刻
々
と
変
わ
る
社

会
情
勢
を
捉
え
、
問
題
認
識
を
共
有
で

き
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
研
究
事
業
で
は
、
保
健

師
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
、
保
健
師
長
の
み
な
ら
ず
、
す
べ

て
の
保
健
師
に
有
効
な
道
標
を
示
し
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
調
査
研
究
で

は
、
大
阪
市
の
松
本
氏
ら
に
よ
っ
て
「
災

害
時
の
保
健
師
活
動
推
進
マ
ニュ
ア
ル
の

普
及
」、
大
阪
府
枚
方
市
の
西
岡
氏
ら

に
よ
っ
て
「
保
健
師
の
人
材
育
成
（
中
堅

期
）の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」、
福
岡

県
の
馬
場
氏
ら
に
よ
っ
て
「
市
町
村
保
健

師
の
人
材
育
成
に
向
け
た
効
果
的
な
保

健
活
動
の
方
策
に
関
す
る
研
究
」、
大

分
県
中
部
保
健
所
の
後
藤
氏
ら
に
よ
って

「
県
型
保
健
所
と
市
町
村
保
健
師
の
協

働
に
関
す
る
研
究
」、
福
島
県
南
相
馬

市
の
山
田
氏
ら
に
よ
っ
て
「
東
日
本
大
震

災
後
の
復
興
期
に
お
け
る
保
健
活
動
に
つ

い
て
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
全
国
保
健
師
長
会
で
は
保

健
師
長
の
皆
さ
ま
に
有
効
な
知
識
や
技
術

を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
に
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
重

責
に
あ
る
保
健
師
長
の
皆
さ
ま
の
支
援
と

な
る
よ
う
、
相
互
理
解
と
連
携
の
場
と
な

る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の

活
動
に
向
け
て

令
和
元
年
11
月
16
日
、
岡
山
県
岡
山

市
に
お
い
て
、
第
41
回
全
国
保
健
師
長

会
代
議
員
総
会
を
開
催
し
、
令
和
２
年

度
全
国
保
健
師
長
会
活
動
方
針
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
全
国
保
健
師
長
会
活
動

テ
ー
マ
は
、「
未
来
を
創
造
す
る
公
衆
衛

生
看
護
活
動
の
展
開
～
保
健
師
活
動
の

原
点
か
ら
住
民
と
と
も
に
創
る
未
来
～
」

で
す
。

活
動
方
針
の
「
１
．よ
り
専
門
性
の
高

い
公
衆
衛
生
活
動
の
推
進
」で
は
統
括
保

健
師
の
役
割
の
明
確
化
や
現
任
教
育
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

「
２
．ブ
ロッ
ク
、
支
部
活
動
の
よ
り
効
果

的
な
推
進
」で
は
、
主
体
的
な
情
報
交

換
や
研
修
等
の
推
進
、「
３
．
各
自
治
体

の
災
害
時
対
策
に
お
け
る
保
健
師
機
能

発
揮
に
向
け
た
取
組
の
促
進
」で
は
、「
災

害
時
に
お
け
る
保
健
師
活
動
マニュア
ル
」

の
活
用
促
進
な
ど
、「
４
．
活
動
の
安
定

的
推
進
に
向
け
た
組
織
運
営
の
充
実
」

で
は
入
会
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
大
変
重
要
な
内
容
で
あ
り
、

今
後
も
会
員
一
人
一
人
に
有
効
な
情
報

と
し
て
届
く
よ
う
、
理
事
や
委
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
下
で
全
国
保
健
師
長

会
に
お
い
て
真し

ん

摯し

に
取
り
組
み
、
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
就
任
い
た
し
ま
し
た
会
長
の
役

は
大
変
身
に
余
る
大
役
で
す
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
た
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
に
結
ん
で
い
た
だ
く
連
携
の
下
、
住
民

の
健
康
な
生
活
に
向
け
て
日
々
尽
力
さ

れ
て
い
る
保
健
師
活
動
の
一
助
と
な
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
関
係
諸
氏
の
方
々
か
ら
、
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国

保
健
師
長
会

だ
よ
り

全
国
保
健
師
長
会
　
会
長
　
清
田 

啓
子

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ


